
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
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　「職人町すこやかサロン」は「住民主体の通いの場」の取り組みが始

まって一番最初に設置されたグループであり、平成27年１月に開始し、

今年で３年目を迎えました。

　「『平戸よかよか体操』を通して、高齢者の介護予防・生きがいの場を

作っていきたい」という市の方針に当時の区長が賛同し、住民説明会で

も「ぜひやってみたい」という声が多かったため、平戸市で初めて「住民

主体の通いの場」が設置されました。

　現在ではモデル地区ということで、ほかの地区の関係者から問い合

わせがあったり、見学にきてもらっています。

Interview

　

平
戸
市
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、
身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で
健
康
体
操

「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

内
線
2
5
8
6

活 動 日／毎週月曜　

　　　　　午後１時～午後２時30分

活動場所／ホープドリーム

（平戸市障害者地域活動支援センター）

対 象 者／職人町地区住民

代　　表／酒井　砂値子

連 絡 先／ 23－8234

職人町すこやかサロン

酒井　砂値子　さん
（職人町）

代表

　先日、市内病院のリハビリの先生などを招
いて、この取り組みの効果を把握するため、
体力測定を行いました。その結果、2年間毎
週かかさず参加していた84歳の虚弱な女性
に「下肢の筋力」「歩行能力や歩行のバラン
ス」の改善がみられました。現在では、日常
生活でも１人で生活を続け、毎月気分転換
に、佐世保の病院までバスで受診に行くなど、
今まだになかった効果が見られました。
　地区には、まだ通いの場に参加していな
い気になる人がいます。ぜひ参加して健康
的な生活をしてもらいたいと思っています。

さかい　　 　   さちこ

「職⼈町すこやかサロン」

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

お知らせ版
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February

３
月
、
４
月
は
引
越
し
が
多
い
シ
ー
ズ

３
月
、
４
月
は
引
越
し
が
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
の
で
、
住
所
の
異
動
手
続
き
は

ン
で
す
の
で
、
住
所
の
異
動
手
続
き
は

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

３
月
、
４
月
は
引
越
し
が
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
の
で
、
住
所
の
異
動
手
続
き
は

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

正確な住所の届出を
　３月、４月が近づき、転入転出が多くなる時期になります。入学・就職・転勤などによる引越しで住所を異
動する人は、市役所や支所・出張所の窓口で「正確な住所の届出」が必要です。
　住民票の住所の異動届(転出届・転入届・転居届など)は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登
録などにつながる大切な手続です｡　
　下記の点に注意して、手続きを行ってください。

◎平戸市内で転居する場合
◎有効期限内の｢住民基本台帳カード｣をお持ちの
　人は、住所変更の手続きもお忘れなく！

◎「マイナンバーカード」（個人カード）「通知カード」
　の住所変更も忘れずに！

◎他市町村に転出・転入する場合

[転居した日から14日以内に]
転居届を提出

[転入した日から14日以内に]
転出証明書を添えて
転入届を提出

引越し先の
市区町村

[転出前に]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

市役所市民課
支所・出張所

引越し前の
市区町村

市民課戸籍住民班　内線（2523）問

「通知カード」「マイナンバーカード」（個人カード）

※これらカードの「住所」は最新のものにする必要があります。



平
成
29
年
度
平
戸
市
奨
学
資

金
の
奨
学
生
の
募
集

申
・
問
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
　
　

☎
内
線
２
６
０
３

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
６

ひ
と
り
親
家
庭
の
資
金
貸
付

と
給
付
金
の
案
内

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
４

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸
し

出
し
の
募
集

問
行
革
推
進
課
行
革
推
進
班

　

☎
内
線
２
３
５
３

平
戸
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
に
伴
う
意
見
の
募
集

募　

集

問
水
道
局
総
務
班

　

☎
22
‐
２
８
７
８

水
道
局
か
ら
の
お
願
い

お詫びと訂正
　広報ひらど１月号で内　広報ひらど１月号で内
容に誤りがありましたの容に誤りがありましたの
で、お詫びするとともに、で、お詫びするとともに、
下記のとおり訂正します。下記のとおり訂正します。
●Ｐ33　第66回 郡市対Ｐ33　第66回 郡市対
　抗県下一周駅伝大会出　抗県下一周駅伝大会出
　場予定者　NO.23　場予定者　NO.23
　誤「山口直人」誤「山口直人」
　　　　→　　　　→正「山口直也」正「山口直也」

　広報ひらど２月号で内
容に誤りがありましたの
で、お詫びするとともに、
下記のとおり訂正します。
●Ｐ33　第66回 郡市対
　抗県下一周駅伝大会出
　場予定者　NO.23
　誤「山口直人」
　　　　→正「山口直也」

申 

・

申
･

問
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー
ビ
ス
班

　

☎
57
‐
０
９
７
７

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」の

活
用
を

に
お
宅
に
伺
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
犬
を
つ
な
い
だ
り
、

車
や
荷
物
、
雑
草
で
ふ
さ
い
だ
り
し
な
い

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

土
・
日
・
祝
日
の
緊
急
用
件
に
つ
い
て
は
、

　

平
戸
浄
水
場（
22‐

２
５
７
７
）へ
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

　

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」を
配
布
し
て
い

ま
す
。
こ
の
キ
ッ
ト
は「
か
か
り
つ
け
医

療
機
関
」「
持
病
」「
緊
急
連
絡
先
」な
ど
の

情
報
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
、
自
宅
の
冷

蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
も
の
で
、
救
急
隊

員
が
救
急
活
動
に
必
要
と
判
断
し
た
場
合

に
使
用
し
ま
す
。

○
対
象
者　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
身
体

　

障
が
い
な
ど
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人
、

　

難
病
患
者
な
ど
健
康
上
不
安
を
抱
え
て

　

い
る
人

○
配
布
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

援
事
業

　

▼「
高
卒
認
定
試
験
」合
格
の
た
め
の

　
　

講
座（
通
信
講
座
含
む
）を
受
け
て

　
　

修
了
し
た
際

　
　

受
講
費
用
の
２
割
を
支
給

　

▼「
高
卒
認
定
試
験
」合
格
し
た
際

　
　

受
講
費
用
の
４
割
を
支
給

　

※

最
大
受
講
費
用
の
６
割
を
支
給（
上

　
　

限
15
万
円
）

「
水
道
の
開
始
・
休
止
な
ど
の
届
け
出
は

お
早
め
に
」

　

３
月
、
４
月
は
、
転
勤
や
進
学
な
ど
に

伴
う
異
動
が
多
く
な
り
ま
す
。水
道
の「
開

始
」「
休
止
」「
死
亡
な
ど
に
よ
る
名
義
変

更
」な
ど
の
届
け
出
は
、
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。「
開
始
」の
届
け
出
は
２

日
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、「
休

止
」の
届
け
出
が
な
い
と
基
本
料
金
が
か

か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
も
届
け
出
を
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
。（
平
日
の
み
）

「
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、『
口
座
振

替
』が
便
利
で
す
。」

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
通
帳
と

届
出
印
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
検
針
に
ご
協
力
を
」

　

検
針
員
が
毎
月
水
道
の
使
用
量
の
検
針

　　
○
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

　

▼
事
業
開
始
資
金（
貸
付
限
度
額
）　

　
　

２
８
３
万
円

　

▼
技
能
習
得
・
修
業
資
金

　
　

貸
付
月
額（
上
限
）６
万
８
千
円

　

▼
自
動
車
免
許
取
得

　
　
（
上
限
）46
万
円

　

▼
修
学
資
金（
私
立
高
校
、
自
宅
通
学

　
　

の
場
合
）

　
　

貸
付
月
額（
上
限
）４
万
５
千
円

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

▼
市
の
指
定
す
る
職
業
能
力
の
開
発
の

　
　

た
め
の
講
座
を
受
講
し
た
場
合（
例

　
　

介
護
実
務
者
研
修
な
ど
）

　
　

受
講
料
の
６
割
相
当
額
を
支
給

　
　
（
上
限
20
万
円
、
下
限
１
万
２
千
円
）

○
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

▼
看
護
師
等
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

　
　

に
１
年
以
上（
上
限
３
年
）養
成
機

　
　

関
な
ど
で
受
講
し
就
業
す
る
場
合　

　
　
（
通
信
講
座
含
む
）に
支
給

　
　

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

　
　
　

月
額　

10
万
円

　
　

・
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

　
　
　

月
額　

７
万
５
０
０
円

○
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
支

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
育
児
用
品
の
貸
し
出
し
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長
１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）20
台
・

　
　

１
〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３
カ
月

　

④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
若
干
数
・
最
長

　
　

１
年

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し

　
　

ま
す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・
返
却
は
、

　
　

福
祉
課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支

　
　

所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
が
窓
口

　
　

と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼

　

児【
６
月
30
日（
金
）ま
で
に
出
産
予
定

　

を
含
む
】の
保
護
者
、
ま
た
は
里
帰
り

　

先
の
祖
父
母
な
ど
。
た
だ
し
、
保
育
料

　

な
ど
の
滞
納
者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳

　

を
持
参
の
上
、
市
民
課
総
合
窓
口
ま
た

　

は
各
支
所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に

　

備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間　

３
月
１
日（
水
）〜
14
日

　
（
火
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
よ
り
貸
し

　
　

出
し
可
能
で
す
。

　

※

貸
出
用
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
チ
ャ
イ
ル

　
　

ド
シ
ー
ト
の
一
部
は「
ふ
る
さ
と
納   

    　

税
寄
附
金
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

け
て
い
る
人
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
貸
与
金
額（
月
額
）

　

▼
高
校（
国
公
立
）　

１
万
２
千
円

　

▼
高
校（
私　

立
）　

２
万
４
千
円

　

▼
高
専
・
専
修

　
　
（
自　

宅
）１
万
２
千
円
〜
３
万
円

　
　
（
自
宅
外
）１
万
２
千
円
〜
４
万
円

　

▼
短
大
・
大
学

　
　
（
自　

宅
）３
万
円

　
　
（
自
宅
外
）４
万
円

　

▼
就
学
一
時
金　

30
万
円（
一
括
）

　
　

※

大
学
、
短
期
大
学
お
よ
び
専
修
学

　
　
　

校
に
限
る
。

○
募
集
期
間　

３
月
１
日（
水
）〜
４
月
28

　

日（
金
）

○
貸
与
期
間　

正
規
の
最
短
修
業
年
限
の

　

期
間

　

※

休
学
し
た
と
き
な
ど
の
期
間
に
対
し

　
　

て
は
、
貸
与
で
き
ま
せ
ん
。

○
返
還
期
間　

貸
与
期
間
満
了
の
月
の
翌

　

月
か
ら
据
え
置
き
期
間
を
１
年
以
内
と

　

し
、
10
年
以
内
の
期
間
内
に
月
賦
、
半

　

年
賦
、
年
賦
、
ま
た
は
全
額
一
括
返
還

　

と
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
産
業
後
継
者
と
し
て
認
定
さ

　

れ
た
場
合
は
、
奨
学
金
が
免
除
さ
れ
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、

　１月26日、平戸文化センターで「地方創生時代の観光地経営～

日本版DMOの構築について～」と題し、近畿大学経営学部教授の

高橋一夫氏を講師に迎え「長崎県DMOセミナー」が開催されました。

　講演では「ビジネスとしての観光は集客だけが目的ではなく、

客単価や地元調達の向上がセットにならないと経済波及効果はで

にくい。DMO・行政・民間の役割分担を明確にし、Win-Winの状

況をつくる資金と人材確保が大事」と話しました。

地域の稼ぐ力を引き出すために

　

課
・
各
出
張
所
お
よ
び
度
島
連
絡
所
）

　

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
提
出
方
法

　

①
行
革
推
進
課
お
よ
び
各
支
所
・
出
張

　
　

所
へ
直
接
提
出

　

②
郵
便
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

　
　

行
革
推
進
課
行
革
推
進
班

　
　

gyokaku@
city.hirado.lg.jp

　

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

22-

５
１
７
８

　

※

様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し

　
　

て
い
ま
す
が
、
異
な
る
様
式
で
あ
っ

　
　

て
も
構
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
氏
名
、

　
　

住
所
の
記
入
が
な
い
も
の
に
つ
い
て

　
　

は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

　
　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
限　

３
月
10
日（
金
）

○
そ
の
他　

窓
口
や
電
話
に
お
け
る
口
頭

　

で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
個
人
情
報
を

　

除
き
、
市
の
考
え
方
と
共
に
公
表
し
ま

　

す
。

○
対
象
者　

高
校
・
高
専
・
専
修
・
短
大
・

　

大
学
に
進
学
予
定
、
ま
た
は
在
学
中
で
、

　

保
護
者
が
市
内
に
居
住
し
て
お
り
、
経

　

済
的
理
由
か
ら
修
学
が
困
難
で
あ
る
と

　

認
め
ら
れ
る
人　

　

※

ほ
か
の
奨
学
制
度
か
ら
の
貸
与
を
受

　
　

　　

本
市
に
お
け
る
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
な

ど
を
含
む
公
共
施
設
全
体
の
適
正
化
お
よ

び
長
寿
命
化
な
ど
に
関
す
る
実
施
方
針
を

取
り
ま
と
め
た「
平
戸
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」策
定
に
伴
い
、
市
民
皆
さ

ん
の
ご
提
案
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

○
計
画
の
趣
旨　

本
市
に
お
け
る
公
共
施

　

設
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
施
設
が
多
数

　

存
在
し
ま
す
。
今
後
の
人
口
動
向
や
、

　

財
政
運
営
な
ど
を
踏
ま
え
、
公
共
施
設

　

の
適
正
化
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

　

や
、
本
市
に
お
け
る
拠
点
と
な
る
施
設

　

の
あ
り
方
な
ど
を
ま
と
め
た「
平
戸
市

　

公
共
施
設
適
正
化
基
本
方
針
」を
平
成

　

27
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
道
路
、
橋

　

り
ょ
う
な
ど
を
含
む
公
共
施
設
全
体
を

　

対
象
と
し
て
、
次
世
代
の
負
担
と
な
ら

　

な
い
公
共
施
設
の
管
理
の
あ
り
方
を
示

　

す
た
め
に
、
本
計
画
を
策
定
す
る
も
の

　

で
す
。

○
計
画
の
入
手
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」の
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
窓
口

　
（
本
庁
総
務
課
・
各
支
所
地
域
振
興
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